
県内の感染状況を踏まえ、専門家の意見も伺い、総合的に判断した結果、熊本県リス

クレベルは、国分科会ステージ４（レベル５厳戒警報）とします。

期 間 新規感染者数
うちリンクなし

感染者数

８月１９日(木)～８月２５日(水) １，６２８名 ５９３名

前回（８月２０日発表） 今回（８月２７日発表）

国分科会ステージ４（レベル５厳戒警報）
なお、感染状況は増加傾向が見られる。

国分科会ステージ４（レベル５厳戒警報）
なお、感染状況は増加傾向が見られる。

報道資料

熊本県 健康福祉部健康危機管理課
問合せ先：井上、横山、中満、浦江
電話：０９６－３３３－２２３９
（内線）５９３１、５９３３、５９３４

令和３年（２０２１年）８月２７日

２ 国分科会ステージ及び熊本県リスクレベルについて

新型コロナウイルス感染症対策に係る
熊本県リスクレベルについて

【概要】

１ 県内の感染状況

３ 県民の皆様へのお願い

本県では、お盆による全国的な人の移動増加の影響もあり、週に1,500人を超える感染

者が生じています。県全体の病床使用率も60%を超えたことから、８月２２日に県内医療

機関に対し、緊急時確保病床の活用を要請するなど、医療への負荷も非常に高まっていま

す。そのため、第５波のデルタ株の性質もかんがみ、学校・保育所・放課後児童クラブ等

における感染対策の強化や、大規模商業施設における混雑緩和への取組み要請など、対策

を進めています。

その一方、感染者の前週今週比や検査陽性率などの指標は改善傾向が見られており、現

状のまん延防止等重点措置による対策を更に徹底し、感染を減少に向かわせる必要があり

ます。県民の皆様におかれては、油断なく基本的な感染防止対策を徹底していただくよう

お願いします。特に、昼間も含めた不要不急の外出自粛など、人流を増加させず、接触機

会の減少に留意した対策を徹底していただくようお願いします。



熊本県における新型コロナウイルス感染症に関する概況
【令和３年（２０２１年）８月２７日】

１ 熊本県における現状認識

熊本県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局

前回（８／２０発表） 今回（８／２７発表）

国分科会ステージ４（レベル５厳戒警報）
なお、感染状況は増加傾向が見られる。

国分科会ステージ４（レベル５厳戒警報）
なお、感染状況は増加傾向が見られる。

全国的な感染拡大は継続しており、政府は、先週に続き緊急事態宣言及びまん延防止等重点

措置の実施区域に追加を行い、それぞれ21都道府県、12県とした。大都市部においては医療

提供体制の逼迫が深刻化しており、若年層の重症化や、入院困難者の増加なども併せ、実際に

住民の命に関わる問題となっている。

本県において、８月１９日から８月２５日までの新規感染者数は1,628人（リンク無し感染

者数は593人）、病床使用率は８月２５日時点で59.2％である。これらから、本県の感染状

況は国分科会ステージ４（レベル５厳戒警報）にあると判断する。

本県では、お盆による全国的な人の移動増加の影響もあり、週に1,500人を超える感染者が

生じている。県全体の病床使用率も60%を超えたことから、８月２２日に県内医療機関に対

し、緊急時確保病床の活用を要請するなど、医療への負荷も非常に高まっている。そのため、

第５波のデルタ株の性質もかんがみ、学校・保育所・放課後児童クラブ等における感染対策の

強化や、大規模商業施設における混雑緩和への取組み要請など、対策を進めている。

その一方、感染者の前週今週比や検査陽性率などの指標は改善傾向が見られており、現状の

まん延防止等重点措置による対策を更に徹底し、感染を減少に向かわせる必要がある。県民の

皆様におかれては、油断なく基本的な感染防止対策を徹底していただくようお願いする。特に、

昼間も含めた不要不急の外出自粛など、人流を増加させず、接触機会の減少に留意した対策を

徹底していただくようお願いする。
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２

２ 熊本県・熊本市新型コロナウイルス感染症対策専門家会議座長コメント
（８月２６日現在）

〇 全国的な感染拡大は継続しており、政府は、先週に続き緊急事態宣言及びまん延防止

等重点措置の実施区域に追加を行い、それぞれ21都道府県、12県とした。大都市部にお

いては医療提供体制の逼迫が深刻化しており、若年層の重症化や、入院困難者の増加な

ども併せ、実際に住民の命に関わる問題となっている。

〇 熊本県の８月１９日から２５日までの新規感染者数は1,628人（リンク不明感染者数

は593人）、８月２５日時点の病床使用率は59.2％である。これらより、熊本県の感染状

況は国分科会ステージ４（レベル５厳戒警報）と判断することが妥当である。

〇 現在、全国的また九州全体において感染が拡大しており、お盆の全国的な人の移動の

増加も強い影響があると考えられる。熊本県においても、感染の拡大傾向が継続し、２

週間連続で1,500人を超える感染者が生じるなど、非常に厳しい状況にある。

〇 ただし、先週指摘したとおり、対策の効果が部分的には表れている。国分科会指標の

中では、「新規陽性者数の前週今週比」、「検査陽性率」が最も早く増減傾向に反応す

る。特に検査陽性率は、検査の逼迫状況等も表す重要な指標だが、今週、これまで続い

ていた増加傾向が若干減少しているため、急拡大していた感染の勢いが弱まることが予

想される。このため、現状の対策を更に徹底することが条件となるが、感染者数が横ば

いから減少に推移するための兆しが見えてきたと考えられる。

〇 一方、新学期開始による子どもの感染増加や、「自粛疲れ」による人流の増加などで、

感染はたやすく増加に転じ得る状況でもあり、一切の油断ができない。デルタ株におい

ては、これまで事例が少なかった子ども間の感染や、子どもから親への感染も見られて

おり、学校等における感染増加は大きなリスクとなる。

〇 県・熊本市においては、こうした感染リスクや、10代以下の感染者が増加している状

況を踏まえ、学校への分散登校など、子どもにおける感染対策を強化された。子どもへ

の感染リスクは依然不明な点もあり、全国的な状況に注視が必要と考えられる。なお、

学校等における感染増加は現在強化している繁華街対策等とは独立して起こるため、両

面への対策に抜けがないよう進める必要がある。

〇 現状は、今後感染が拡大・縮小のどちらに向かうかの重要な局面である。仮に更なる

感染拡大が起こった場合、医療崩壊が現実的となり、県民・市民の命の問題に直結する

ため、緊急事態宣言による対策強化も必要となると考えられる。県・熊本市においては、

そのような事態を避けるためにも、ワクチン接種勧奨や、人と人との接触機会の削減の

啓発も含め、有効と考えられる対策を総動員して取組みを進めていただくようお願いす

る。



３

医療提供体制等の負荷 感染の状況
早期探知
指標

①医療の逼迫具合 ②療養者数 ③検査陽性率 ④新規
陽性者数

⑤感染経路
不明割合

新規陽性者
数の前週今

週比

前週今週比
が 1.0を超
える状況が
継続する場
合には注意
が必要

入院医療
重症者用
病床

県内全検査

確保病床
使用率

入院率※1 確保病床
使用率

週移動平均 週合計 直近一週間

ステージ４ 50%以上 25%以下 50%以上 524人以上 10%以上 437人以上 50%以上

ステージ３ 20%以上 40%以下 20%以上 349人以上 5%以上 262人以上 50%以上

ステージ２ 感染者の漸増及び医療提供体制への負荷が蓄積する段階

ステージ１ 医療提供体制に特段の支障がない段階

8月25日 59.2% 16.4% 25.0% 2,199人 12.4％ 1,628人 593人(36.4％) 1.08

8月18日 53.6％ 22.3％ 16.1％ 1,464人 15.0％ 1,513人 601人(39.7％) 1.73

8月11日 40.8% 25.0% 12.5% 987人 11.3％ 873人 343人(39.3%) 1.41

8月4日 33.4％ 32.5% 0.0% 622人 8.3％ 617人 227人(36.8％) 2.64

7月28日 15.9% 45.9% 0.0% 205人 5.1% 234人 83人(35.5%) 4.50

7月21日 6.0% 72.9% 0.0% 48人 1.6% 52人 18人(34.6%) 4.33

7月14日 3.6% 81.5% 1.8% 27人 0.4% 12人 6人(50.0%) 1.33

【国新型コロナウイルス感染症対策分科会の示す感染状況の指標】

※1 療養者数が人口10万人あたり10人以上（174人）の場合に適用
※2 リンク未判定の4例は不明に含む
※3 追加の事例の報告、事例の取り下げ、調査の進展に伴い修正

[熊本県リスクレベル基準］

リスク
レベル

県の判断基準 対策の考え方・方向性 想定状況

レベル５
厳戒警報

県内で

①新規感染者１５０名以上 かつ

②病床使用率２５％以上 等

・重症者、ハイリスク者の救命を最優先とした入院調整。
・大規模クラスターや感染拡大の確実な封じ込めのための体制整備、
検査実施等。

・メリハリを利かせた接触機会の軽減のため、強い制限を要請。

複数の大規模クラス
ターの発生

レベル４
特別警報

県内で

①新規感染者５０名以上 かつ

②リンク無し感染者２５名以上

・地域でのクラスター発生及びクラスター連鎖の予防のため、保健
所への人的支援及び幅広な検査、原因施設への指導等を行う。

・メリハリを利かせ、これまでクラスターが発生した施設等から順
に感染拡大防止対策の強化を要請。

感染の更なる拡大と、
クラスターの散発／
連鎖

レベル３
警報

県内で

①新規感染者３０名以上 又は

②リンク無し感染者１５名以上

・地域でのクラスター発生を予防するため、感染増加の原因に着目
し、優先順位を付け、特にハイリスクなところから感染防止対策
の強化を図る。

感染の拡大と、小規
模クラスターの発生

レベル２
警戒

県内で
①新規感染者が発生 かつ
②レベル３に該当しない場合 ・新しい生活様式や、基本的な感染防止対策の徹底を啓発

レベル１
注意

①国内で新規感染者が発生 かつ
②県内では新規感染者が未発生

レベル0
平常

国内で新規感染者が確認されてい
ない

・日常的な対策を啓発

※これ以上の爆発的な感染拡大や、国が緊急事態宣言を行う場合の対応は、状況に応じ、更に強い措置を検討する。

※これまでの感染防止対策の経験を踏まえ、メリハリを利かせた対策を行うことを基本とする。

【目的】患者数が増加に転じるタイミングを早期に捉え、警戒を発する基準を設定することで、感染拡大防止に向けた対策の徹底や県民
への早期の警戒を呼び掛ける。

※あくまでも目安であり、現状がどのリスクレベルに位置付けられるか、また、具体的な対策は本県あるいは全国の感染状況及びその
傾向（拡大・縮小）を踏まえ、実施する地域やその内容も含め、総合的に判断する。

※国の分科会が示した指標によるステージ分類についても、参考指標とし、毎週公表する。

※今後の感染状況等の最新の知見に合わせ、必要に応じて改定を検討する。

※2

※3 ※3
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【保健所ごとの感染例の確認状況】

保健所名 これまで

8/19～8/25

陽性者数
人口10万人※

あたり

熊本市保健所 5,610 946 128.2

有明保健所 920 137 87.9

山鹿保健所 319 35 69.9

菊池保健所 851 167 90.3

阿蘇保健所 169 29 48.1

御船保健所 492 70 85.6

保健所名 これまで

8/19～8/25

陽性者数
人口10万人※

あたり

宇城保健所 470 98 94.4

八代保健所 442 105 77.5

水俣保健所 199 8 17.9

人吉保健所 173 19 22.6

天草保健所 150 14 12.8

計 9,795 1,628 93.1

・リンク無し感染者数は、調査により変動することがあることに注意

【熊本県における新型コロナウイルス感染者発生状況（5/20~8/25）：確定日ベース】

新規感染例数 ﾘﾝｸ不明感染例数 新規感染例数7日間平均

感
染
例
数

新規

うちﾘﾝｸ無し

累計

11,423

レベル５

※ 各保健所管内の人口は平成31年4月1日のものを使用

ステージ4
5/14～6/3

5/20～5/26

390

150

5/21～5/27

5/27～6/2

194

77

5/28～6/3

6/3～6/9

71

23

ステージ3
6/4～6/24

6/4～6/10

6/10～6/16

41

18

6/11～6/17

6/17～6/23

36

13

6/18～6/24

6/24～6/30

25

5

6/25～7/1

レベル3

7/1～7/7

9

5

7/2～7/8

7/8～7/14

12

6

7/9～7/18

レベル2 レベル3

7/19～7/25

４

7/15～7/21

52

18

7/22～7/28

234

83

7/26～7/27

レベル4

8/5～8/11

7/28～8/4

レベル５

ステージ3
7/30～8/4

7/29～8/4

617

227

ステージ4
8/5～

8/5～8/12

873

343

8/12～8/18

1,513※1

601※1

8/13～8/19

※1 追加の事例の報告、事例の取り下げ、調査の進展に伴い修正、※2 リンク未判定の4例は不明に含む

8/19～8/25

8/20～8/26

1,628

593※2
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３ 県民の皆様へのお願い（８月２７日発表）

熊本県の状況は、国分科会ステージ４（レベル5厳戒警報）です。
また、感染状況は、増加傾向にあります。

【熊本蔓延防止宣言】
まん延防止等重点措置に係る熊本県の対策

熊本県

ま ん

重点措置による対策強化：熊本市

期間：令和3年8月8日(日)から9月12日(日)

県独自の対策強化：熊本県全域

根拠：新型インフルエンザ等対策特別措置法

１ 基本的な感染防止対策の徹底【特措法第24条第９項】

① 症状がなくとも、マスク着用
② こまめな手洗い・手指消毒
③ 発熱時は仕事等を休み、すぐにかかりつけ医等に電話相談！

・「新しい生活様式」の実践をお願いします。
・マスク着用、手洗い、人と人との距離の確保等の感染防止対策を徹底してください。
・帰宅直後の手洗いや入浴、発熱等の症状がある同居者と部屋を分けるなど、家庭内における
感染防止対策を徹底してください。

・厚生労働省がリリースした接触確認アプリの積極的な利用をお願いします。

【令和３年８月１９日改定】
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２ 移動・外出について

移動

・全ての県外への不要不急の移動※を控えて下さい。
特に、緊急事態措置区域との往来は厳に控えて下さい。

・県外に在住する家族や親戚、友人等に対して、本県への帰省や旅行を控える
よう呼び掛けて下さい。

外出
・県全域において、日中も含めた不要不急の外出※を控えて下さい。
特に、午後９時以降は徹底して下さい。

・路上・公園等での集団飲酒等はしないで下さい。

県全域における対策【特措法第24条第９項】

熊本市における重点的対策【特措法第24条第9項、第31条の６第２項】

・日中も含めた不要不急の外出※を控えて下さい。
特に午後8時以降は徹底して下さい。

・路上・公園等での集団飲酒等はしないで下さい。
・午後8時以降、飲食店にみだりに出入りしないようして下さい。

外出

基本的には不要不急の外出は控えて下さい。特に、発熱やかぜの症状がある場合は厳に外出を
控え、特に会食等に参加しないようにしてください。
外出する必要があるときは、マスク着用等の感染防止対策を徹底し、「3つの密」のある場は避

けて下さい。
また、県内で感染が拡大している現状を踏まえ、感染 機会を半減させるため、混雑した場所等

への外出は、機会や人数を半分にするなどの対応をお願いします。（８月２０日から）

※…医療機関への通院、食料・医薬品・生活必需品の買い出し、必要な職場への出勤、屋外での運動や散歩など、
生活や健康の維持のために必要な場合を除きます。

３ 会食について

会食は、宅飲みを含み、感染リスクを最小化するため
に、下記に留意して実施して下さい。
①なるべく普段から一緒にいる人と
②人数を絞って
③「会食時の感染リスクを下げる４つのステップ」

を遵守して

県内全域で、深夜遅くまでの飲酒や会合など、
感染拡大につながる行動を控えて下さい。

感染防止対策が講じられていない飲食店は利用しない
ようお願いします。

県全域における対策【特措法第24条第９項】

全国的にも、会食を原因とする感染は相次いでおり、ハイリスクであることが分かってい
ます。リスクを避ける行動を徹底して下さい。
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４ 飲食店事業者の皆様への要請

熊本市を除く地域における対策【特措法第24条第９項】

熊本市における重点的対策【特措法第24条第9項、第31条の６第１項】

（４）全ての飲食店において、次の感染防止対策を実施して下さい。

・熊本市で取り組まれている飲食店従業員向けのPCR検査の受検を推奨する
・事業所への入場者の感染防止のための整理及び誘導を行う
・発熱その他の症状のある者の入場を禁止する
・手指の消毒設備を設置する
・事業所を消毒する
・入場者に対するマスクの着用その他の感染防止に関する措置を周知する
・正当な理由なくマスクの着用その他の感染防止に関する措置を講じない者の入場を禁止する
・施設の換気を行う
・アクリル板等衝立の設置又は利用者の適切な距離の確保等の飛沫感染防止措置を講じる
・飲食が主たる業の店舗のカラオケ設備の利用を自粛する

（３）全ての飲食店について、終日の酒類の提供（利用者による店内持ち込みを含む）の自粛
を要請します。

（１）全ての飲食店について、午後８時までの営業時間短縮を要請します。

対象施設

期間

要請内容

午後8時以降も営業する全ての飲食店

令和3年８月８日(日)から令和3年９月１２日(日)まで

午後8時から翌日午前5時までの間、施設内に設けた客席の使用を伴う営業を
しないよう要請します。

（２）「熊本県飲食店感染防止対策認証制度」の認証を受けるか、県が示した業種別の「感染
防止対策チェックリスト」、国が取りまとめている感染拡大予防ガイドラインにより、
十分感染防止活動を行い、それが県民に分かるよう、ステッカー等を掲示して下さい。

（１）営業時間短縮を要請します。

対象施設

期間

要請内容

午後9時以降も営業する全ての飲食店

令和3年８月８日(日)から令和3年９月１２日(日)まで

午後9時から翌日午前5時までの間、
施設内に設けた客席の使用を伴う営
業をしないよう要請します。（酒類
提供ラストオーダー・客による持ち
込みは、午後8時30分まで）

（２）「熊本県飲食店感染防止対策認証制度」の認証を受けるか、県
が示した業種別の「感染防止対策チェックリスト」、国が取り
まとめている感染拡大予防ガイドラインにより、十分感染防止
活動を行い、それが県民に分かるよう、ステッカー等を掲示し
て下さい。

【認証店※】 【認証店※以外】

午後8時以降も営業する全ての飲食店

午後8時から翌日午前5時までの間、
施設内に設けた客席の使用を伴う営
業をしないよう要請します。（酒類
提供ラストオーダー・客による持ち
込みは、午後7時まで）

※… 「熊本県飲食店感染防止対策認証制度」の認証を受けた店舗（認証申請中の店舗を含む）
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５ イベントの開催に係る要請

県全域における対策【特措法第24条第９項】

期間 令和3年８月８日(日)から令和3年９月１２日(日)まで

【参考】イベント開催時の必要な感染防止策（概要）

（１）徹底した感染防止等（収容率50%を超えるイベントを開催するための前提）

①マスクの常時着用を求め、実施状況を確認する

②大声を禁止し、大声を出す者がいた場合は個別に注意塘を行う

（２）基本的な感染防止等

③①、②を可能な限り実行することをガイドラインで定める

④こまめな手洗いの奨励

⑤主催者による施設内のこまめな消毒、消毒液の設置、手指消毒

⑥法令等を遵守した空調設備の設置、こまめな換気

⑦密集を回避すること（特に入場・退場時は注意）

⑧会場内における身体的距離の確保

⑨エリア・時間等による飲食の制限

⑩検温等による入場制限

⑪参加者の連絡先の把握／接触確認アプリの奨励

⑫演者の行動管理

⑬イベント開始前後の感染防止の注意喚起

⑭ガイドラインを遵守していることをHP等で公表する

（３）イベント開催の共通の前提

⑮混雑が予想されるイベントの入退場やエリア内の行動管理

⑯大規模イベントは、地域の感染状況に応じ、実施条件等を都道府県と相談

詳細は、熊本県HPより「イベント等の開催制限について」をご確認ください。

要請内容

参加人数は、下記の【人数上限】、【収容率】のいずれか小さい方に制限して下さい。
営業時間は午後９時までとして下さい（無観客で開催されるものを除く）。
県の「イベント等の開催制限について」を参考とし、感染防止対策を徹底して下さい。
全国的な人の移動を伴うイベント又は参加者が 1,000 人を超えるイベントの開催を予
定する場合、施設管理者又はイベントの主催者は県に事前相談して下さい。

【チケット販売の取扱い】
９月１日（水）から１２日（日）までに開催される人数上限5,000人又は収容率50%のいずれかを上回

るイベントのチケットを既に販売済の場合は、８月２１日(土)以降の新規販売を停止して下さい。それ以
降については、上記の条件を満たすもののみの販売を可とします。

①大声での歓声・声援等が
ないことを前提としうる場合

②大声での歓声・声援等が
想定される場合等

人数上限 5,000人

収 容 率
要件※1を全て満たす場合 100％以内

50％以内※2
満たさない場合 50％以内※2

※2…異なるグループ又は個人間では座席を１席空けることとしつつ、同一グループ（5人以内に限る）内では座席等の間隔を設ける
必要はない。すなわち、収容率は５０％を超えることもありうる。

※1…これまでクラスター等が生じておらず、適切な感染防止対策が徹底されていることについての要件。
県HPの「イベント等の開催制限について」をご確認下さい。
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６ 集客施設等への要請

施設の類型 施設の種類 施設例

イベント関連
施設等※

劇場等 劇場、観覧場、映画館、演芸場 など

集会場等 集会場、公会堂、展示場、貸会議室、文化会館、多目的ホールなど

ホテル等 ホテル又は旅館（集会の用に供する部分に限る。）

イベントを開
催する場合が
ある施設※

運動施設 体育館、スケート場、水泳場、屋内テニス場、柔剣道場、ボウリング場、テーマパーク、遊園地、野
球場、ゴルフ場、陸上競技場、屋外テニス場、ゴルフ練習場、バッティング練習場、スポーツクラブ、
ホットヨガ、ヨガスタジオ など

博物館等 博物館、美術館、科学館、記念館、水族館、動物園、植物園など

参加者が自由
に移動でき、
入場整理等が
推奨される施

設

遊技場 マージャン店、パチンコ屋、ゲームセンターなど

遊興施設 個室ビデオ店、個室付浴場業に係る公衆浴場、射的場、勝馬投票券販売所、場外車券売場など

物品販売業を営む店舗 大規模小売店、ショッピングセンター、百貨店、家電量販店など（生活必需物資を除く）

サービス業を営む店舗 ネイルサロン、エステティック業、リラクゼーション業など（生活必需サービスを除く）

熊本市における重点的対策【特措法第24条第9項、第31条の６第１項】

対象施設

期間

内容

新型インフルエンザ等対策特別措置法施行令第11条第1項各号に掲げる別表の施設のうち、床面
積が1,000㎡を超える施設

令和3年８月８日(日)から令和3年９月１２日(日)まで

（１）営業時間短縮の要請
午後8時以降も開業する施設においては、不要不急の外出自粛の徹底及び施設における感染を防ぐた

め、午後8時から翌日午前5時までの間、
施設を使用しないよう要請します。(イベント開催時及び映画館については午後９時から翌日午前5時)
※イベント関連施設及びイベントを開催する場合がある施設については、施設の運営に際して、イベン
ト開催か否かに関わらず、「５ イベントの開催に係る要請」に示した人数条件及び収容率を遵守し
て下さい。

なお、スーパー、コンビニ、ガソリンスタンド、葬儀場、図書館、ネットカフェ、漫画喫茶、理容店、美容店、質屋、貸衣装屋、クリーニング
店などは時短要請の対象外です。一般的な感染防止対策の徹底と、入場者の整理誘導等の実施について、御協力をお願いします。

県全域における対策【協力依頼】

対象施設

期間

内容

（１）営業時間短縮の協力依頼
床面積に関わらず、午後9時以降も開業する施設は、不要不急の外出自粛の徹底及び施設における

感染を防ぐため、午後9時から翌日午前5時までの間、施設を使用しないことに協力をお願いします。
※イベント関連施設及びイベントを開催する場合がある施設については、施設の運営に際して、イベ
ント開催か否かに関わらず、「５ イベントの開催に係る要請」に示した人数条件及び収容率を遵
守して下さい。

新型インフルエンザ等対策特別措置法施行令第11条第1項各号に掲げる別表の施設

令和3年８月８日(日)から令和3年９月１２日(日)まで

（２）混雑を避けるための対応の協力依頼（８月２０日から）
床面積が1,000㎡を超える物品販売業を営む店舗※においては、混雑が生じるような場合には、入

場者が密集しないよう整理誘導等の実施に御協力をお願いします。また、特に混雑が予想される場合
は、入場者の人数制限の実施も御検討下さい。
なお、密が生じる可能性がある環境（慢性的に人流が多い・換気がしにくい環境にある等）にある

食品売り場については、特に上記の対策を徹底して下さい。
入場者の整理状況については、ホームページ等を通じて広く周知して下さい。

（２）混雑を避けるための要請（８月２０日から）

床面積が1,000㎡を超える物品販売業を営む店舗※においては、混雑が生じるような場合には、入場
者が密集しないよう整理誘導等の実施をお願いします。また、特に混雑が予想される場合は、入場者の
人数制限等の実施により密を避けて下さい。
なお、百貨店の地下の食品売り場等の密が生じる可能性がある食品売り場などについては、特に上記

の対策等により密を避ける対応の徹底をお願いします。
入場者の整理状況については、ホームページ等を通じて広く周知して下さい。

※大規模小売店、ショッピングセンター、百貨店、家電量販店など

※大規模小売店、ショッピングセンター、百貨店、家電量販店など

【別表】
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７ その他【協力依頼、特措法第24条第9項】

県有施設

学校

事業者

残念ながら、感染者やその御家族、医療従事者の方々の中に、差別を受け、苦しんでい
る方がおられます。新型コロナウイルス感染症には、誰もがどこでも感染する可能性があ
ります。感染された方やその御家族、職場関係の方々に責任はありません。不当な扱いや
嫌がらせ、誹謗・中傷などは絶対にないよう、お願いします。

業種別ガイドラインにより感染防止対策を行う際には、マスク着用などの飛沫感染対策
に加え、コンピューターや共用物品・設備などによる接触感染にご注意下さい。
また、業種によらず従業員にわずかでも発熱等の症状がある場合、確実に仕事を休ませ、

受診につなげる体制を構築することが非常に重要です。

（熊本蔓延防止宣言による対策は以上です）

事業者の皆様へ

県民の皆様へのメッセージ

・業種別ガイドラインの遵守を要請
・テレワークの推進等による出勤者数の７割削減への取組みの協力依頼
・職場における感染防止のための取組み（手洗いや手指消毒、換気励行、
テレビ会議の活用、昼休みの時差取得等）徹底の協力依頼

・県有施設（図書館・美術館・装飾古墳館を除く）を基本的に休館
・全ての施設について、予約済みのものについても、開館時間を午後８時
まで（イベント開催時は午後9時まで）とする

・大学を含む学校に対し、部活動や課外活動における感染リスクの高い活動
の制限又は自粛の徹底、学校の感染状況に応じて、時差登校、時間短縮、
臨時休業の実施等を要請



熊本市の状況と対策

〇 熊本市においては、一時期の様に強い増加傾向にはないものの、連日の様に
１００名を超える新規感染者が発生しており、感染者数が多数に上る状況が続い
ています。熊本市の病床使用率も８０％を超え、医療提供体制への負荷が非常に
大きくなっています。
事業所や児童福祉施設、医療機関等、様々な場面でクラスターが発生しており、

中心市街地の夜間の人流においても、低い水準にあるものの増加に転じた兆候も
あることから、引き続き警戒が必要な状況です。
今後、新学期も始まることから、学校における感染拡大も懸念されるため、

基本的な感染防止対策の更なる徹底が必要となります。
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【対策】

・全ての飲食店の営業時間の短縮要請に関する制度周知など県市連携して取り組みます。

・熊本市における取組は以下のとおりです。

✓熊本市有施設を基本的に休館

✓熊本市主催のイベントを中止または延期

✓感染予防策の啓発動画を街中モニターにて公開

✓市広報車両による巡回・声掛けや熊本シティFMを活用した広報啓発活動の実施

✓「登校日」と「オンライン授業日」を学年単位で設定する分散登校の実施

✓小中学校・保育所・民間企業等への抗原キットの配布

✓高齢者施設等従事者へのPCR検査の頻回実施

✓中心部の商店街と連携したPCR検査の勧奨など、中心部歓楽街を対象とした

感染防止対策の実施

✓県と連携し、入院患者受入病床や後方支援医療機関の更なる確保の継続的な実施

✓ワクチン接種の着実な実施

【熊本市からの要請】

・熊本市から熊本市民の皆様への要請は次のとおりです。

✓基本的な感染防止対策を徹底してください（手洗い・うがい・消毒・マスク着用）

✓日中も含めた不要不急の外出・移動は控えてください。特に午後8時以降は

徹底してください。

✓保育所等への登園については、感染拡大防止のため、９月１２日までは、

家庭での保育が可能な保護者の皆様方においては、可能な限り控えてください。

✓飲食宅配サービスを積極的にご活用ください。

✓路上や公園等における集団での飲酒等はしないでください。

✓午後８時以降、飲食店にみだりに出入りしないでください。

✓職場において、業種別ガイドライン等を参考に、感染防止対策の徹底を再度

確認してください。また、「出勤者数の7割削減」を目指すことも含め、

テレワーク等に協力してください。

✓中心部飲食店従業員や高齢者施設従事者を対象としたＰＣＲ検査等について、

受検していただくようお願いいたします。

✓小中学校・保育所・民間企業等への抗原キットの配布について、積極的に

活用していただくようお願いいたします。


